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令和５年度 事業計画

かわばた邸 ４月のイベント情報

毎週 水曜日１０：００～１２：００ 百歳体操（元気いきいきひろば）

金曜日１３：３０～１５：３０ 百歳体操（元気いきいきひろば）

さあ頭も体もしっかり動かしましょう。体力チェックもしてみよう！！

８日(土)１３：３０～１５：３０ カフェかわばた 参加費１００円

アコーディオン演奏会 津田様の楽しい演奏で盛り上がりましょう

１０日(月)１３：３０～１５：３０ カフェかわばた 参加費１００円

なんでもおしゃべり会 みんなで楽しくお話ししましょうね

※新型コロナウイルス感染症の拡大状況によっては変更の可能性があります。

ご確認ください。

みんなでお花見を楽しみました

今年も桜が満開です

苑内の桜が満開となり、ご利用者

とお花見を楽しみました。苑の周囲

には、約五十本のソメイヨシノが今

を盛りと咲き誇っています。

今年も、3月27日(月)～31日(金)、

グループに分かれて、満開の桜の下

で食事をしたり、職員とともに正門

付近や裏庭を散歩しました。「今年

は、ピンクの色が特にきれいな」

「この花は、いつまでもってくれる

かね」など桜の話題に花が咲いてい

ました。

平成27年の大幅なマイナス改定以降、梅光苑の経営状況も悪化し、残念ながら赤字決算を余儀

なくされている。さらに今年度は水光熱費や食材などの諸物価の高騰や人件費の上昇により当法人

もかってない厳しい状況に陥っている。

今後の事業継続の為には、先ずは赤字改善を行わなくてはならない。ましてや今年度中にすべての

事業所はBCP（事業継続計画）の作成を完了しなくてはならない。事業継続の為にも早急なる経営

改善が必要である。

さらに将来この地域でも起こる人口減少を考えると、一法人のみでの事業継続はいずれは困難

なものとなる可能性は極めて高く、地域福祉という同じ目的を持った法人との連携推進法人設立へ

の模索を始める必要がある。同じ志を持つ多種多様な法人が連携し、「共同」で事業継続の為に立

ち向かうという、社会福祉連携推進法人は昨年の法改正で誕生して以来、すでに全国で6法人が設

立された。

このように激しく変化する時代の荒波の中、あと２年で５０周年を迎えようとする梅光苑の未来を踏

まえ、令和５年度事業計画を作成する。

◆長期目標◆

人 材 育 成

（科学的根拠に基づいた新しい介護技術の確立・資格取得を支援しプロ集団の育成）

地域福祉の育成

（地域は大きな家族・地域との連携と貢献）

社会福祉連携推進法人の設立

（相川医院、梅光苑、ひとつの会を中核にした法人設立）

◆中期目標◆

・高齢者に留まらず多様な社会福祉事業への挑戦

・BCPの作成（事業継続計画の作成：令和5年度中）

・新しい介護技術への取り組み（持ち上げない介護）

・摂食嚥下・口腔ケアの研究とツバメチームの育成取組

・ロボット等介護労働軽減に向けての取り組み

・認知症への対応

・看取りへの挑戦

・地域貢献(地域で頼りにされる法人に成長)

・他方面の福祉サービス事業の研究と実施

5日 (水) お花見兼

お誕生祝膳

29日 (土) 昭和の日

今月の予定



訪問介護

気持ち新たに、これからもご自宅で安心して、笑顔で

生活できるようにご利用者様に寄り添った支援をさせて

いただきたいと思います。

今後ともよろしくお願い致します。

居宅介護支援事業所

梅光苑地域サポートセンター（居宅介護支援）は、長年

勤めてきた主任の退職、新任職員の入職により、春から

新体制での業務となります。

各職員がさらにスキルアップをして、ご利用者・ご家族

へより親切丁寧に支援ができるように、努力をして参ろ

うと思います。

ご自宅でお困りのことがございましたら、ご相談いただ

けたらと思います。

どうぞよろしくお願い致します。

グループホーム 希望の里

5月には新型コロナウイルスの分類が「5類」（季節性

インフルエンザと同様）になる事で、今までの規制も緩

和されてくるものと考えます。

それを踏まえ、今年度の目標として二点あります。

一点目は面会制限の撤廃などがあれば、家族交流会を是

非実現していきたいと思っております。希望の里が再開

してから約2年半が経ちますがコロナ禍であった為、殆ど

何もできない状況にありました。新年度は家族との触れ

合いをさらに大事にして、グループホームの役割を果た

していきたいです。

もう一点は認知デイを再開し拡大を目指して（3名／

日）、地域に受け入れられ、安心・安全を提供する事で

信頼感溢れる様な施設を目指していきたいと考えていま

す。

グループホーム 陶ヶ岳

陶ヶ岳は令和5年1月より、インドネシアからの技能実

習生が2人来ています。

陶ヶ岳での仕事を伝えていく中で、私たちも今までの仕

事の振り返りをすることができ、新たな気持ちで仕事に

取り組んでいます。

新年度も技能実習生も含めて、利用者と一緒に楽しく過

ごしていきます。

『 新年度を迎えるにあたって 』

梅の里 かわばた邸（地域連携室）

たくさんの春の花が届くようになって、気持ちもウキ

ウキ、新たな年度を迎えます。

新型コロナウイルス感染症に対する対応も変化してき

ました。

さあ、春を迎えてまた新たな活動開始です。仲間と共

に「輪・話・和」で元気をつくり出していきましょう。

これまでできなかった自主活動も少しずつ再開したい

と思います。

「かわばた邸が地域にあって良かった」という嬉しい

お声をこれからも聞かせて頂けるように、今後も皆様の

ご協力の元、様々な取り組みを続けていきたいと考えて

います。

基本の感染対策は継続しながら一緒に楽しいことをたく

さん見つけていきましょう。

デイサービス

新年度を迎えるにあたってデイサービスでは、以下の計画

を立てました。

① ご利用者の自立支援

② 職員の質の向上

③ 感染対策

具体的には

① ご利用者の自立支援では、ご自宅での生活が継続し

て送れるように支援して行きます。

② 職員の質の向上については、職員のスキルアップを

行う為、色々な研修に参加したりミーティングを行い職

員全体で共有しご利用者及びご家族の思いを理解できる

ようにしたいと思います。

③ 感染対策は、新型コロナウイルス感染などの対策と

して手指消毒・マスクの着用・三密を避けることなど引

き続き行って行きます。

今後ともデイサービスセンター梅光苑をよろしくお願い

いたします。

特別養護老人ホーム梅光苑

新型コロナ感染症は、今年5月から、感染症法上の「5

類感染症」に位置づけられますが、今後も「ウィズコロ

ナ」の時代に対応できるよう、継続して感染症対策に取

り組みます。

そして、感染対策を徹底した上で、対面での「面会再

開」を実現したいと考えています。「会いたい人」に

「会える日」が日常の「当たり前」となるよう、段階的

ではありますが、「面会再開」に向け苑全体で取り組ん

で行きます。

また、「災害」や「感染症」が数多く発生する中、これ

ら様々な状況に対応するとともに、被害を最小限に止め

事業を継続していくため、事業継続計画(BCP)を策定、

実践して行きます。

ご利用者の「安心」・「安全」の確保は、私たちの責務

でもあります。これからも、皆様のご理解・ご協力をよ

ろしくお願いします。


